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文献は『 』で示した。その中に含まれる論文・記事等は「 」で示した。 








































を辿ると、日本の民俗芸能や社寺芸能に取材した 1973 年から 1979 年頃、日本のみならず世界
の様々な地域と時代の音楽、あるいは音楽以外の様々な分野に関するテーマ設定を試みる 1979












                                                  
1 永原 2012: 7 

































                                                  

































本論文は、以下の 7 章から構成されている。第 1 章では、柴田のシアター・ピースが誕生し
た時代背景の把握を目的として、1950 年代から 1990 年代に及ぶ国内外の音楽動向について、
関連の深い事項を中心に考察する。まず、第 1 節において、1960 年から 1970 年頃における西
欧と日本の動向の概要をまとめ、第 2 節では国内外におけるシアター・ピースの作曲、第 3 節
ではコラージュと引用の技法、第 4 節では日本における伝統音楽への関心の高まり、第 5 節で
は聴衆との関係性を問い直す動向について述べる。 
                                                  
4 永原 2012 
5 永原 2012: 7 
6 徳丸 1997: 12-17 
7 村田 1999: 171-173、玉城 2011: 93-106 











節から第 3 節にかけて、《氷口御祝》の概要の把握、及び実演記録 VTR を基にした構造の分析
を行い、岩手県遠野市において実施したフィールドワークの結果を第 4 節にまとめる。 
第 4 章では、スコアと実演 VTR を参照しつつ、《遠野遠音》を分析し、《氷口御祝》から受
けた影響について考察する。第 1 節で作曲の経緯を整理し、第 2 節から第 6 節にかけてⅠから
Ⅴの各楽章について分析を行った後、第 7 節で考察を行う。 
第 5 章では、柴田のシアター・ピースの実態を把握するために、シアター・ピース全作品の
構成要素や構造等について調査する。第 1 節において方法に関する解説を行い、第 2 節におい
て重要な要素と見なされる事項を抽出し、表にまとめる。 



































































                                                  
1 永原 2012: 7 
2 柴田南雄 1994: 217-218 
3 柴田南雄 1994: 218 




































                                                  
5 リゲティは、ブーレーズ作曲《構造Ⅰ》（1951）を分析し、その単調な音響について批判している（Ligeti 1958: 
38-63）。 
































らも、同様の経緯をたどる様子を見ることができる。柴田は、第 2 次大戦後から 1970 年代初
めの日本の状況を、当時の視点から要約しているが、それによると、1950 年代には 12 音技法、
                                                  
8 植村 1973a: 94、1973b: 98-99 





































1970 年代は、日本社会自体も大きな社会理念の転換を求められた時期であった。第 2 次大
                                                  
10 柴田南雄 1973: 33-35 
11 佐野 1973: 79-81 
12 小島 1973: 53-64 
































合には、様々な空間で行われる。ミュージック・シアター Music Theater とも
                                                  
14 例えば『音楽芸術』1973 年 2 月号では「経済成長と音楽」が特集され、経済的・物質的な繁栄とクラシッ
ク音楽興行の不振のギャップや、都会への人材流出に伴う地域の伝統文化の継承者不在について述べられて
いる（井上 1973: 32-36）。また、オイルショック前後の音楽業界に関する回想としては、広瀬量平の記述
が世相を反映したものとして挙げられる（広瀬 1975: 18-23）。 


































                                                  
16 浅里 1995: 43 
17 同上より抜粋。 




































                                                  
19 植村 1966: 77 
20 湯浅 1971: 59、松平 1973b: 40 
21 松平 1972b: 74 
22 柴田南雄 1995: 325 
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23 徳丸 1971: 70-78 
24 武田 1982: 938 
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27 武田 1982: 938 
28 スミス-ブリンドル 1988: 145-146 
29 小見 1993: 2 
30 松平 1971: 42 






ミュージック」と呼び、1960 年代後半から 1970 年代にかけて、いくつかの作品を残している。


















なるが、引用を巡り、1960 年代から 70 年代にかけて日本国内でも様々な捉えられ方がなされ、
作品が生まれていった様子を示している事例であるといえる。 
 






                                                  
32 松平 1995: 157-158 
33 松平 1995: 165 
34 徳丸 1971: 70-78 
35 柴田南雄 1976: 4-9、徳丸 1976: 19-25 




































                                                  
37 小島 1973: 54 において述べられている内容を筆者が要約した。 
38 小島 1973: 55。 








































                                                  
40 日本戦後音楽史研究会 2007a: 268-269 
41 柴田南雄 1973: 34 
42 小島 1970: 29 
43 松平他 対談 1969: 29 
44 例えば、日本の伝統音楽を特集した『音楽芸術』27（10）（1969 年 9 月号）、邦楽器による現代作品を特集
した『音楽芸術』28（9）（1970 年 8 月号）等が挙げられる。 













第 5 節 演奏家及び、聴衆との関係性の問い直し 
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47 林、小泉、柴田、高橋、磯崎、一柳、高松、武満、松平 1973: 193-194 
48 武田 1971: 66-67 






































                                                  
50 ギーゼラー 1988: 160、ベニテズ 1981: 101-130 
51 日本戦後音楽史研究会 2007a: 482-485 
52 日本戦後音楽史研究会 2007a: 485-486 
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第 1 章 柴田南雄のシアター・ピースの特徴 
 





50 歳代後半から晩年にかけての 20 余年における重要な創作活動であったと考えられる。なお、
柴田の創作活動の変遷については、本人による自伝的な著書『わが音楽 わが人生』において詳























な作曲法まで、多くを学んだ。レッスン期間中の 1941 年に、卒業作品として作品 1 となる《変
                                                  
1 『音楽芸術』34（8）（1976 年 8 月号）、『ポリフォーン』13（1993 年）、『音楽芸術』54（4）（1996） 
2 柴田南雄 1995: 34-38、43-44 





。また、第 2 次世界大戦により 1943 年に東京大学文学部を繰り上げ卒
業後は、理研科学映画社で軍関係の映画音楽の制作及び録音のための指揮活動を行う傍ら、《ピ
アノ・ソナタ第 1 番》（作品 2）、《弦楽四重奏曲第 1 番》（作品 3）、歌曲集《海四章》（作品 4）



























                                                  
4 柴田南雄 1995: 186 



















において、全 20 章中の 1 章を割いて詳述されており、彼にとって大きな節目であったことが
窺える
7














                                                  
6 柴田南雄 1995: 301-304 
7 柴田南雄 1995: 317-328 
















であった。翌年 1996 年 2 月 2 日、初演を待たず 79 歳の生涯を閉じている。 
 




。それによると、1939 年から 1940 年頃の習作期、1941 年から 1951 年の第 1 期、1951












                                                  
9 柴田南雄 1995: 302 
10 特集「現代作曲家論 柴田南雄」『音楽芸術』34(8)：18-59（1976 年 8 月号）に収録された柴田の作品リス
ト（54-56）。 
11 佐野 1996: 23-24 






















ると、習作期から第 1 期にかけては西欧の古典的なスタイルの修得、第 2 期から第 3 期にかけ
ては西欧の最先端の作曲法の導入が行われている。その間は、西欧の作曲技法の習得及び実践
が活動の中心であったといえよう。特に第 2 期から第 3 期における作曲技法や概念は、西欧の
動向とほぼ同時代的に導入されており、習作期を終えてから 10 年程で、日本と西欧の差をほ
ぼ解消したといえる。さらには第 3 期において邦楽器の使用が見られ始めるなど、その後に続







                                                  































第 3 節 シアター・ピースの概要 








柴田自身が 1995 年の時点で行ったシアター・ピースの分類は、第 1 作目の《追分節考》か
ら《府中三景》（1995）までの 20 曲を対象としており、7 つのカテゴリーが提示されている15。
これらに、1995 年末に作曲された《無限曠野》を追加する必要があるが、この作品の分類につ
                                                  
14 柴田南雄 1994b: 224-389、柴田 1995: 326-328 




したものとして分類し、合計 8 つのカテゴリーを想定して考察を進める。 
 
【表 2-2】柴田南雄のシアター・ピースの分類 
































ものが存在するのである。例えば、4 の《なにわ歳時記》は 1983 年の作曲であるが、これは 3




















を踏まえると、下記の 3 区分を見出すことができる。 
 
①1973 年～1979 年：日本の民俗芸能・社寺芸能を素材とした時期 
②1979 年～1987 年：世界各地の様々な音楽、文学、学問等から素材を得た時期 










にまで拡大しているという特徴を指摘することもでき、7 と 8 を統合し、5 の次の展開を生む
可能性を秘めた区分として捉えられる。 
                                                  














記については、第 4～5 章における各作品の分析を経た後、改めて言及する。 
 
第 4 節 柴田純子夫人による構成 


















                                                  
17 柴田南雄 1994b: 222 























要な一側面であり、1979 年以降のシアタ ・ーピースの変遷に重要な影響を与えたと考えられる。 
 
第 5 節 《遠野遠音》以降の最終シリーズの特徴 
柴田のシアター・ピースが、大きく 3 つの区分に分割されることは、第 3 節において既に述
べた。それを見ると、日本の民俗芸能及び社寺芸能を素材とするスタイルから開始したものの、
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20 柴田南雄 1994b: 370。 
21 柴田南雄 1994b: 217-218 






















































































                                                  
1 荒田 1997: 85-97 
2 遠野市御祝保存会 2006（DVD） 
3 荒田 1997: 85-97 
4 奥山 2006: 317-325 
5 柴田南雄 1994b: 370 
6 徳丸 2006 






















て異なる。通常、1 番の〈高砂〉と 3 番の〈春榮〉が必ず唄われ、2 番は祝い事の内容によっ
て、5 曲の中から選択される。2 番の演目と祝い事の内容の関係は、下記のとおりである。 
 
〈四海波〉―― 祝い事全般・結婚式 
〈松 竹〉―― 男 42 歳、女 32 歳の年祝 
〈養 老〉―― 還暦など年配者の年祝 
〈桑の弓〉―― 新築祝 
〈乱 曲〉―― 孫祝 
 
女衆の「民謡」は〈萬亀鶴節〉（まがきぶし）である。こちらも 1 番から 3 番に分かれている
が、男衆とは異なり、1 番と 2 番はそれぞれ 1 つの歌詞、3 番は 3 種の歌詞が割り振られてい
る。また、各曲の旋律はほぼ同じであり、有節歌曲形式となっている。3 番の 3 種の歌詞は、
男声の 2 番と同様、祝い事の内容によって選択される。3 番における各演目の歌詞と、祝い事
                                                  
8 徳永 2015: 247-254 








「蔵のみこしに～」 ―― 新築祝 
「この家お孫の～」 ―― 孫祝 
 
 
第 2 節 《氷口御祝》の分析 
本節では、平成 17 年に紀尾井ホールで開催された公演の記録 DVD（徳丸吉彦監修・解説 『岩
手の秘謡「御祝」』）に収録されている数曲の実演を採譜し、男女各パートの歌謡が同時的に並

















































各楽曲の長さの順と一致していた。なお、各演目の演奏時間は、〈高砂〉が 2 分 9 秒、〈四海波〉






























女声の構成音は 3 種類あり、曲中において①→②→③→①の順に変化していた。①は h 音を




なっているが、共に h 音を核音としている。 
 
















                                                  
10 小泉 1977: 246-279 
45 
 


































所は高砂の 尾上の松も年ふりて 老いの波もよりくるや 木の下蔭の 落葉かくなるまで 
命 ながらえて 尚いつまでか生の松 夫れも久しき 名所かな 
 
■「酒の肴に～」（女衆） 




四海波静かにて 国も治まる時津風 枝も鳴らさぬ御代なれや あいに相生の 
松こそめでた かりけれ 実にやあおぎても事も愚かや かかる世に 
住める民とて豊かなる君の恵みは 有難や 君の恵みは 有難や 
 
■「一ツ控えて～」（女衆） 




尚よろこびの盃の 蔭もめぐるや朝日かげ 伊豆の 三島の 神風も吹き 
おさむべき世の始め いく久々とも限らずな 嘉辰令月とは この時を いうぞめでたき 
 
■「さても目出度い～」（女衆） 
さても目出度い 御祝座敷サー 鶴と亀との 舞い遊ぶヨー サアードオエイヨー 
 
 
























































第 1 節 《遠野遠音》の作曲の経緯と概要 
《遠野遠音》（1991）は、合唱委嘱・初演団体「創る会」からの委嘱により、柳田邦男《遠
野物語》や、南部民謡、そして岩手県遠野市小友町氷口地区に伝わる《氷口御祝》等に触発さ















                                                  
1 柴田南雄 1994a: 227、柴田南雄 1994b: 373 
2 柴田南雄作曲『遠野遠音』の解説文による（2 頁）。なお、初演の行われたホール所在地は、現在加美郡加美
町となっており、名称は「加美町中新田文化会館（愛称：中新田バッハホール）」となっている。 


































                                                  
4 柴田南雄 1994b: 373-374 
51 
 

















なる合唱を形成する。第 22 小節目から始まるテノール、及び第 23 小節目から始まるソプラノ
は共に主旋律の音階であるが、第 18 小節目から始まるバスはそれよりも完全 4 度低い音階、
第 26 小節目から始まるアルトは完全 5 度低い音階となっている。さらに 4 声が全て出そろう
34 小節目以降では、ソプラノとテノールが主旋律の音階、アルトとバスがそれより完全 4 度低













第 3 節 第Ⅱ章 遠野郷





















続いて、第 8 小節から、d moll 和声短音階のクラスターが女声によって形成される。「遠野
郷は」のテクストを歌うこのモチーフは、しばらく繰り返し現れ、その間に様々な楽想が挿入











3 つ目の部分は第 29 小節から始まる。ここからは速度も倍以上になり、3 連符を主体の弾む
















第 29 小節から第 34 節の構成音を抽出すると、譜例 4-8 の通りとなった。これを見ると、G dur
の音階と一致するが、cを起点に完全 5度を堆積して得られる音列と見なすことも可能である。
















4-9 は、第 43 小節から第 48 小節を表している。なお、この部分で使用される音を並べると、
























第 4 節 第Ⅲ章 田植踊（「松前節」「胴歌」） 
第Ⅲ章は、遠野地区の旧正月の行事《田植踊》の演目〈松前節〉と〈胴歌〉、《遠野物語》の
朗読により構成されている。〈松前節〉は 4 つのフレーズに分割されており、〈胴歌〉は 3 種の
歌が用意されている。各歌には高声用と低声用が用意され、低声用は高声用をそのまま完全 4
度下げたものである（譜例 4-11・12）。また《遠野物語》において朗読される箇所は、「オクナ


















全 4 度下げたものであり、核音が a-d1-a1となるが、高声用の核音と共通の d1を有している。




                                                  
5 徳丸は《氷口御祝》の特徴について、「独立して演奏できる音楽を同時に演奏する点」であるとし、それを「同
時的な並置」と呼んでいる。本論文でも、この呼称を採用する。 
6 小泉 1977: 263-266 
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安に全体を俯瞰すると、全体は下記の通り大きく 3 つに区分される。 
 
1）第 1 小節～第 24小節：♭1つ 
2）第 25 小節～第 40 小節：♭3つ 






ている様子が見られる。譜例 4-14 と譜例 4-15 は、それぞれ第 5 小節～第 8 小節、及び第 17
小節～第 20 節を示しており、第 8 小節と第 20 小節に Dm のコードを確認できる。 
 
 














続く 2）第 25 小節から第 40 小節の部分は、山に桐の花の満開を見つけるも、その場所に到
達できない不思議を述べた一節をテクストとして用いている。この部分の直前、即ち 1）の最
後の第 24 小節は、G のコードとなっており、かつ次の第 25 小節目から♭3 つの調号へと譜表
が変わっている。転調先を cmoll と見なした場合、第 24 小節の和音 G はドミナント和音と捉
えることが可能であり、転調のための橋渡しとしての役割を担っているといえる。譜例 4-16
は、第 23 小節から第 27 小節を表している。 
 





て gmoll の雰囲気が中心となり、この部分を終了する。譜例 4-17 は、gmoll の色合いが強い第
37 小節から第 40 小節を表している。 
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♯1 つ、調号なしへと 2 回変化する。まず、♯2 つの調号をもつ冒頭については、フレーズの
最後が h 音で締めくくられている箇所があること、及び F♯で終止していることの 2 点が特徴
として挙げられる。後者を半終止と捉え、ドミナント和音と見なせば、hmoll と解釈すること
もできる譜例 4-18 は、この部分の冒頭である第 41 小節から第 48 小節までを表している。 
 
 




続く 49 小節からは若干速度を落とし、調号は♯1 つとなる。この部分の冒頭は、g 音を中心
にフーガ風の主題提示が見られる。G dur の雰囲気を持つが、間もなく es と b が頻繁に用いら
れるようになり、g moll の響きに至る。譜例 4-19 は、第 49 小節から第 56 小節を表している。 
 
 





第に es と as が多用され始め、最後には cmoll の響きの中、曲を終える。なお、第 57～58 小
節における主題の音型は、第 59～60 小節において反行型で提示される。譜例 4-20 は、転調直


































【譜例 4-22】第Ⅴ章 南部馬方節Ⅱ（高声用・抜粋）※低声用はこれより完全 5度下 
 
 



















また、各歌の構成音、及び核音をまとめると、譜例 4-26 の通りとなった。 
 
【譜例 4-26】第Ⅴ章 各歌の構成音、及び各音（核音は〇印） 
 
 
譜例 4-26 を見ると、《南部馬方節》Ⅰ～Ⅲの構成音は、e, g, a, c1, d, e1, g1が一致しており、
核音 a, d1, g1の位置も同じである。その他の構成音も、同パターンの音程関係を上下に延長し
たものと考えることができる。低声用はこれより完全 5 度低いため、核音は d, g, c1となるが、
オクターブ関係を無視すれば d と g が一致している。 
《南部子守唄》Ⅰ及びⅡは、それぞれ異なる音階から構成されるが、Ⅱについては《南部馬
方節》Ⅱの構成音に包含されることから、それと同じ音階であることがわかる。各音階の核音
を見ると、Ⅰが a1, d2、Ⅱが e1, a1となっており、a1が共通している。なおⅠの低声用の核音
は、完全 4 度下の e1, a1であり、Ⅱと一致する。 
 














る。しかし、核音を一致させながら、完全 4 度または完全 5 度の音高差をもつ旋律を同時的に
並置する方法は、通常の混声四部合唱である第Ⅰ楽章においてでさえ共通している。このよう
に、様々な独自性と共通性が共存する、多義的な構造によって《遠野遠音》は構成されている
























5 つの部分に分かれており、各部分は次の 5 つの
音響的な特徴をもつ。 
①長短 2 度による 3 音のクラスター 
②d moll のクラスター 
③c を起点とした完全 5 度の堆積（G dur の音階） 
④f を起点とした完全 5 度の堆積。3 度、6 度を基
調とした複旋律化。 
































































                                                  

















































                                                  
























第 1 節 調査方法 
柴田自身の生前の記述によると、シアター・ピースとして作曲された作品は、1973 年作曲の




















                                                  
1 柴田南雄 1995: 326-328 
2 柴田南雄 1995: 325 において、《八管協奏》及び《トリムルティ》を明確にシアター・ピースと表現せ













                                                  
3 永原 2012 作品表(2)-(12) 
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④追分節（男声 7 種、女声 1 種） 
⑤尺八（任意の追分節） 
・形態：異なる歌や音楽の同時的な並置、演奏者が会場内を移動。 
・演奏時間：約 18 分 
1975 萬歳流し 
・構成：第 1 部～第 3 部からなる 3 部構成（各部の間に中断はなく、互いに入り










II-a：2 人 1 組による〈萬歳〉の実演（「御門開き」その②）。最初に I-b を担
当した組から II-a に移行。原調の組と、完全 4 度低い組の 2 つに分かれ
る。ステージを降り、場内を練り歩きながら「門付け」を行う。早く出
発した組のうち 2～3 組は早めにステージに戻り I-a を歌い、その間に
全員が II-a に移行する。後半、ステージに戻る組において、太夫は I-a
を自由なテンポで歌い、才蔵は II-a を適宜繰り返しつつステージに向っ
て移動する（ステージ上では全員 I-a を歌う）。 






III-c：完全 4 度の堆積による和音。III-a 及び III-c の背景を担当し、指揮者




2）4 度核音によるハーモニー6 片：〈秋田御国萬歳〉の背景として（1980 年） 
・形態：動作の演出、演奏者の移動、異なる歌の同時的な並置 













・演奏時間：約 17 分 
1976 念佛踊 


















































：solo で始め漸次人数を増やし tutti へ移行。 
3．称名悔過
しょうみょうくか















上段：solo 1 名が先導し、少しずれてから tutti が続く［称名悔過と同様
の方式。異なる歌の同時的な並置］。 









：ほら貝の演奏及び声明。第 1～3 段に区分される。 
第 1 段：A～C の 3 種のパターンを任意に演奏する（1～5 分）。鈴の音を
合図に次段へ。 
第 2 段：奏者が高音と低音の 2 つに分かれ、交互に演奏する。 




：第 1 段から第 8 段より構成（実際の修二会では全 9 段から構成











2．華厳経「入法界品」（第 34-17）：下記の 2 セクションから構成される。 
「十種の光相」：華厳経から抜粋されたテクストによるコラージュ的な女
声合唱。AB の 2 グループに分かれ、さらに各グループ内で高声、
低声（高声の完全 4 度下）に分かれる。A 高、A 低、B 高、B 低
の 4 つのグループとなるが、A と B の楽譜は細部が異なっている。
各パートの楽譜には、フレーズごとに番号が振られており（A：序, 
1,3,5,7,9, 結び、B：序, 2,4,6,8,10, 結び）、序を tutti で歌った後、













・構成：第 1～7 楽章から成る 7 部構成（複数の合唱団の共同演奏による） 
・素材・テクスト 















第 4楽章 神の探求について（ニコラウス・クザーヌス） 
15 世紀の聖職者ニコラウス・クザーヌスの説教「知ある無知」から引用した
テクスト、及び「隠れたる神」の部分を基に柴田が作詞したテクストを用い












7.根本七悪、8.七悪に向う七善、9. さんた えけれんじやの さからめんと、
10.慈悲の所作、11.びわびらんさ、12.万事叶い給う、13.みじりめんで、14.き
りやでんず ぱちり のちり、15.あめ まりや 














第 7章 華厳経 
「十種の光相 巻 60 入法界品第 34-17 その第 15」をテクストとする単旋律の
歌唱。録音記録では移動を伴い、歌の入り等は奏者の任意となる。 
第 6 章の Y「だんじくさま」が斉唱で歌われ曲を終える。 
・形態：異なる歌の同時的な並置、異なる様式の並列、通常の合唱を含む 
・特記事項：柴田純子による構成 























C：古代箏（福岡県出土復元品 3 面）独奏を合奏風に合成 
D：銅鐸 2 台、及びその合奏の合成 













 1）B の奄美の民話が、津軽の民話に置き換えられる場合もある。 






・演奏時間：約 41 分 
1983 歌垣 


















c． むかつをに（はねつけ歌、日本書紀歌謡 108）：女声合唱 
d．もの思わず（万葉集 3309、人麿の集の歌）：男声合唱に続いて女声合唱 
e．つくはねの（八重山のトゥバルマの旋律、万葉集東歌 3350/51）：混声二







a．雅歌 2 章 10～13：男声、小川国夫/訳 
b．雅歌 2 章 16～17：女声、小川国夫/訳 



























































































































・演奏時間：約 40 分 
1987 自然について 




第Ⅱ章：以下の 3 曲から構成 
A〈運動の法則〉：テクストはニュートン「プリンピキア」より構成。グルー
プ A による混声四部合唱。バロック様式。 
B〈火と空気〉：テクストは柴田雄次「再訂無機化学Ⅰ」および高校教科書「化
学 3 単位要」より構成（ラヴォアジェの燃焼理論）。グループ B による混
声四部合唱。古典派様式。 
C〈ガラパゴス群島〉：テクストはダーウィン「ビーグル号航海記」第 17 章

































Ⅳ-2 頭は：小さくズレる音型による男声合唱（ten 対 bar）＋打楽器 
Ⅳ-3 酔いが：オルガヌム風の男声合唱＋打楽器 
Ⅴ．森：唐詩選 30 篇の歌唱および朗読によるコラージュ［異なる歌の同時的な










・演奏時間：約 40 分 
1991 遠野遠音 



















・構成：Ⅰ～Ⅲからなる 3 部構成 
・素材・テクスト 




Ⅱ.浜の唄：水俣地区の 4 種の民謡（以下の a~d）によるコラージュ。指揮者の
任意による構成。 
a.〈田植唄〉 b.〈蕨採唄〉 c.〈子守唄〉 d.〈籾摺唄〉 
会場内の移動、空間的配置を伴う。初演の際は、a の後に民俗芸能〈棒踊り〉
が祖入され、ペンライトによる演出も行われた。 
Ⅲ.渕上毛銭の四つの詩：水俣出身の詩人、淵上毛銭の詩から 4 編（以下の a~d）
をテクストとした混声四部合唱。 




・演奏時間：約 40 分 
1993 銀河街道 
・構成：Ⅰ～Ⅴからなる 5 部構成にプロローグとエピローグが加わる 
・素材・テクスト 
Ⅰ.入場の歌：テクストは「カリクスティヌス写本」。A~C の 3 つのパートに分
かれ「聖ヤコブ」を歌いながら入場する（A~C の楽譜はそれぞれ
異なる。C は二重唱）。A が 1 回歌われたのち、B の唄者が歌い始













































































































































下の 1、2 より構成されている 






・演奏時間；約 45 分 
1995 府中三景 
・構成：Ⅰ～Ⅲからなる 3 部構成 
・素材・テクスト 







































































































































































































































1973 追分節考 ● ● ● ● 
 
● 





1975 萬歳流し ● ● ● ● 





1975 北越戯譜 ● ● ● ● ● 





1976 念佛踊 ● ● ● ● 
      





● ● ● 












● ● ● ● 
1979 ふるべゆらゆら 
 




● ● ● ● ● 








● ● ● ● 




● ● ● ● 
1984 往生絵巻 ● ● ● 
  
● 








● ● ● ● ● ● ● ● ● 
1987 自然について ● ● 





 ●  ● 
1990 静かな森 ● ● ● 
   
● 
   
● ● ● ● 





    
● ● ● ● 





   
● ● ● ● 
1993 銀河街道 ● ● ● 
    
● ● 
 
● ●  ● 
1993 深山祖谷山 ● ● ● ● ● ●     ● ● ● ● 
1994 石ニ聞ク ● ● ●   ● ●    ● ● ● ● 
1994 三重五章 ● ● ● ● ● ● 
    
● ● ● ● 
1995 府中三景 ● ● ● ● ● ● ● 
   
● ● ● ● 
1995 無限曠野 ● ● ●   ● ●  ● ●  ●  ● 
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1 柴田南雄《萬歳流し》スコアの解説文を参照した。 
2 柴田南雄《無限曠野》スコアの説明文を参照した。 






第 3 節 使用される素材の変遷 
柴田のシアター・ピースが作曲された当初は、民俗芸能や社寺芸能など、日本の伝統的な素
材を用いることが主眼とされていた。これについては、最初期の《追分節考》《萬歳流し》《北
越戯譜》《念佛踊》《修二會讃》等、1973 年から 1978 年にかけて作曲された作品が該当する。

























                                                  


































                                                  


























                                                  




については、Ⅰの高声が e-a-d、Ⅰの低声が a-d-e、Ⅱ・Ⅲの高声が e-a-d-g、Ⅱ・Ⅲの低声が
a-d-g-c となっており、e-a-d-g-c という完全 4 度の堆積による音列上にまとめることができる。
このような特徴をもつ複数の馬方節が不規則的に立ち現われ、同時共存することにより、《追分
節考》と同様、完全 4 度の堆積音によるクラスターが生起しているといえる。 
コラージュ的手法によらない「同時的な並置」も存在する。譜例 6-3 は《静かな森》の第 3
楽章の〈夢〉の 11 小節目から 20 小節目までのスコアを示している。 
 






構成音は f-fis-g であり、女声と一致することから、この 2 つは同一の音群と見なすことができ
る。従って、この部分では、ヴィブラフォンを伴った女声群と、ソリストを含む男声群の 2 群
から成っているといえる。なお、付点 8 分音符と 16 分音符による弾むようなリズムを用い、3













作曲年 タイトル 楽章及び特徴 
1973 追分節考 楽章の分割なし 
1979 宇宙について 
第 1 楽章：西洋中世の初期多声音楽の諸スタイルによる混声四部合唱 
第 2 楽章：12 音音楽風の無調のスタイルによる混声四部合唱 
第 3 楽章：西洋の古典派・ロマン派のスタイルによる混声四部合唱 
第 4 楽章：初期バロックの交唱のスタイルによる混声四部合唱 
第 5 楽章：山田の「おらッしャ」→採譜した「隠れキリシタン」の「おらっしゃ」
によるコラージュ 
第 6 楽章：採譜した諸民族のキリスト教の礼拝歌によるコラージュ 




















第 1 章：「玉勝間十四の巻」をテクストとした混声四部合唱。 
第 2 章：伊勢音頭を二重唱で歌唱の後、「諸国の人を見しるは伊勢」をテクストと
した混声四部合唱 
第 3 章：万葉集の 3 つの歌をテクストとした混声四部合唱（前後に『続日本書紀』
の一節の朗読） 
第 4 章：以下の 3 つの部分から成る 
1．わらべ歌 5 曲によるコラージュ 
2．〈正月っつぁん〉の斉唱 
3．「詩かるた」の再現 







































第 7 章 柴田南雄のシアター・ピース作品におけるハイブリッド性の特徴 
 
































































































1978 修二會讃 全体 男声の修二會の再現に対し女声の合唱 配置 
1979 宇宙について 
第 5 章 


































1987 自然について なし 諸科学に関する日欧の文献、宮沢賢治『春と修羅』 移動・配置 



























第 1 章（2） 
第 2 章（2） 







第 2 章 



























































●：日本の伝統的な素材、○：左記以外の素材、（ ）：オプション、  ：シアター的演出 
コラージュ 
●  （○）  ●   ● 
パターン 1     ●  ●   （○）   ●  → 
●     ●  ●   ● 
 
        合唱  コラージュ   合唱   合唱   コラージュ 
             ● ●                          ●（○） 
パターン 2   ○or●  ●（○）  ○or●   ○or●   ● ●   → 
              ●              ●  ●  etc. 
 
        合唱   合唱    合唱 
 
パターン 3   ○or●   ○or●    ○or●  → 
etc. 
 

















                                                  
1 柴田南雄 1994b: 217-218 


































































じた神仏習合、7 世紀後半から 10 世紀頃にかけて唐を模範に導入した律令制、そして明治期に
おける富国強兵に根差した和魂洋才等は、ハイブリッド性を示す典型的な事例である。加藤は、
                                                  
3 徳丸 2015: 81-103 
4 同上、1976: 19 
5 「水海の田楽能舞」保存会 1986: 20-31 
6 徳丸 2006: 2-3 




































                                                  
8 加藤 1955a: 5-17 
9 松岡 2009: 7-16 



























まず第 1 節では、1960 年から 70 年代にかけての西欧と日本の現代音楽の動向を俯瞰し、柴
田のシアター・ピース作品が誕生した 1970 年代までの時代背景を整理した。特に、1950 年代
のトータル・セリアリズムを中心とした前衛の時代が終わり、様々な技法や概念が生まれる様
相について述べた。 
第 2 節以降は、第 1 節で確認したトータル・セリアリズム以降の様々な動向の中でも、柴田
のシアター・ピースと関わりの深い事項を取り上げ、主要な作品を挙げながらその特徴につい
て述べた。まず「シアター・ピース」に関する第 2 節では、ジャンルの名称が多様であること























第 2 節では、柴田の作風を、習作期（1939 年～1940 年頃）、第 1 期（1941 年～1951 年）、
第 2 期（1951 年から 1961 年）、第 3 期（1963 年～1973 年）、第 4 期（1973 年～1995 年）の
5 区分に分け、その変遷についてまとめた。習作期から第 3 期にかけて西洋の最先端の動向と
ほぼ同期した後、第 4 期において日本の伝統音楽へと軸足を移していった経緯について整理し
た。 
第 3 節では、第 4 期において集中的に作曲されたシアター・ピースの多様性について指摘し
た上で、内容の変遷を中心に論じた。そこでは、20 曲ある柴田のシアター・ピースが、内容の
面からから 8 つのカテゴリーに分類でき、かつ時期によって①日本の民俗芸能・社寺芸能を素
材とした 1973 年から 79 年、②世界各地の様々な音楽、文学、学問等から素材を得た 1979 年

































































ころ、《追分節考》や《萬歳流し》等が作曲された 1973 年から 78 年にかけては日本の伝統的
な素材が用いられていたが、「大学生のための合唱演習」と称されるシリーズが作曲された 1979
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ノコース教授の北住淳先生からは、実際の演奏体験に基づいた貴重な情報を頂きました。ステ
ージの作り方等、楽譜のみでは判別し難い事もありましたが、先生のご助言のお陰で多くのヒ
ントを得ることができました。演奏活動等ご多忙のところ、副指導教員をお引き受け頂き、真
に有難うございました。 
博士論文審査の外部審査員をご担当頂きました名古屋市立大学芸術工学部情報環境デザイン
学科教授の水野みか子先生には、ご多忙の中、予備審査の段階からご指導頂き、大変お世話に
 なりました。提出した論文を深く読み解き、思いもよらない斬新な視点で問題をご指摘頂いた
ことは、論文を完成させる上で大きな助けとなりました。心より御礼申し上げます。 
愛知県立芸術大学音楽学部作曲専攻音楽学コース非常勤講師の黄木千寿子先生は、論文自体
の書き方は勿論のこと、研究者としての心構えや発展的な考えに至るまで、多くの事を教えて
下さいました。ご自身の研究に基づいた様々な知見は、偏狭になりがちな私の視野を常に大き
く広げることに繋がりました。いつも親身になって相談に乗って頂き、真に有難うございまし
た。 
愛知県立芸術大学音楽学部作曲専攻音楽学コース教授の井上さつき先生には、ご多忙の中、
徳丸吉彦先生をご紹介頂き、また懸賞論文の情報をご提供頂く等、指導学生ではないにもかか
わらず気にかけて頂きました。先生のご助力により、研究の迅速なスタートアップが可能とな
りました。改めて御礼申し上げます。また、ご紹介頂いた徳丸先生には、ご多忙な中、貴重な
資料をご提供頂きました。その後、音楽学会の会場でお目にかかり、お話しできたことを今で
も忘れません。本当に有難うございました。 
柴田南雄のシアター・ピース作品を数多く初演されてきた田中信昭先生、及び伴奏者であり
シアター・ピースの歌い手でもある中嶋香先生には、お忙しい中、未出版の楽譜を多数お送り
頂く等、大変お世話になりました。これらの楽譜が入手できなかったら、本研究は成立しなか
ったことは言うまでもありません。併せて演出に関する貴重なお話を伺うことができました。
心より御礼申し上げます。 
また、学位申請コンサートにおきましては、演奏家の謝礼金の手続きや楽器運搬の事などで、
大学事務の方々には大変お世話になりました。特に学務課長の吉岡主税様には、様々なトラブ
ルに対処して頂いた他、ホール使用の件で柔軟な対応をして頂き、心より御礼申し上げます。 
愛知県立芸術大学大学院音楽研究科博士後期課程において共に在学した先輩方、同期生、後
輩の皆様にも大変お世話になりました。不在になりがちの私のせいで、論文執筆室の運営はい
つも皆様に任せきりとなってしまい、大変心苦しい気持ちです。特に同期の杉山玲さんは、ご
自身の演奏活動が忙しいにも関わらず、色々と手を貸して下さいました。この場を借りて厚く
御礼申し上げます。 
最後に、一家の大黒柱であるべき自分が再び学生になってしまい、家事の分担や子供の教育
面、さらに経済面で多大な負担をかけてしまった妻と子供たちに、心から感謝を捧げます。 
ありがとうございました。 
 
